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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
肺ラジオ波焼灼療法後の発熱に関して、その頻度や関連する因子について、前向き
な検討を行った。
肺ラジオ波焼灼療法が施行された56名、67セッションにおいて、肺ラジオ波焼灼
療法後の発熱(37℃以上)をCTCAE(common toxicity criteria of adverse events)v.4.0
に従って、grade 0(≥37℃、<38℃)、grade 1(≥38℃、≤39℃)、grade2(>39℃、≤40℃)
と程度別に分類した。67セッションを発熱の有無で2群に分け、関連する因子を
単変量解析、多変量解析にて解析を行った。その次に、発熱の見られた群をgrade 0と
grade 1以上の2群に分け、同様に関連する因子の検討を行った。
肺ラジオ波焼灼療法後の発熱は49例で見られ、grade 0は36例(54%)、grade 1は
11例(16%)、grade 2は2例(3%)であった。
発熱と有意に関連性が見られた因子は、焼灼肺実質の体積(P = 0.001)、肺浸潤影(P
= 0.004)であった。さらに、肺浸潤影がgrade 1以上の発熱と有意に関連していた(P =
0.048)。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は拝ラジオ波焼灼療法（RFA）後の発熱に関して、その頻度および関連する因子
について前向きの検討を行ったものである。本研究者はRFAを施行した56例、67セッシ
ョンにおいて、RFA後の発熱（37℃以上）をCTCAE(common toxicity criteria of adverse
events)v.4.0に従って、grade０(=or＞37℃, ＜38℃）、grade１(=or＞38℃, =or＜39℃）、
grade２(＞39℃, =or＜40℃）に分類した。67セッションを発熱の有無で2群に分け、関連
する因子について単変量解析、多変量解析を行った。また、発熱の見られた群をgrade０
とgrade１以上の2群に分け、同様に関連する因子の検討を行った。その結果、RFA後の
発熱は49例で見られ、grade０は36例（54％）、grade１は11例（16％）、grade２は2
例(3％)であった。発熱と有意な関連性が見られた因子は、焼灼肺実質の体積(p=0.001)、
肺浸潤影(P=0.004)であった。さらに、肺浸潤影がgrade１以上の発熱と有意に関連してい
た(P=0.048)。これらの知見はRFA後の患者管理に有用であり、価値ある業績と認める。
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。
